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26 下の表は，ある店の商品Ａ，Ｂ，Ｃの１個あたりの定価を示したものである。（１）～（５）に答え

なさい。

商 品 商品Ａ 商品Ｂ 商品Ｃ

定 価 ２００円 １５０円 １２０円

（１） 商品Ａをb個，商品Ｂをc個，商品Ｃを２個買ったときの合計金額を，b，c を用いて表しなさい。

円

（２） 商品Ａ，Ｂ，Ｃの３種類の中から，２種類の商品を選ぶ方法は，全部で何通りあるか求めなさい。

通り

（３） 商品Ａ，Ｂ，Ｃの中から２種類の商品を選び，あわせて１４個買った。

商品Ａには，定価の２０％引きになる割引券があり，それを使ったので合

計金額は２０００円になった。商品Ａとどの商品を選び，それぞれ何個買

ったかを求めるために，次のような考え方をした。①・②に答えなさい。

【考え方】

商品Ａは，割引券を使うと定価の２０％引きになるので，１個あたりの代金は，（ ア ）円になる。

割引券を使い２種類の商品を選んだことから，次の１と２の買い方を考えて，連立方程式をつくる。

１ 商品Ａと商品Ｂを選んだ買い方

商品Ａをb個，商品Ｂをc個として，連立方程式をつくると

イ ＝１４

ウ ＝２０００

２ 商品Ａと商品Ｃを選んだ買い方

商品Ａをb個，商品Ｃをd個として，連立方程式をつくる。

１ の連立方程式と２ でつくる連立方程式を解き，問題にあっているかを考えて，商品Ａとどの商

品を選び，それぞれ何個買ったかを求める。

割引券
商品Ａのみ定価の

２０％引き
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① 【考え方】の（ ア ）にあてはまる数を， イ ・ ウ にあてはまる式をそれぞれ

書きなさい。

ア

イ

ウ

② 【考え方】の１の連立方程式と２でつくる連立方程式を解き，商品Ａとどの商品を選び，それぞれ

何個買ったか求めなさい。

商品Ａ （ ）個

商品（ ） （ ）個

（４） 商品Ａ，Ｂ，Ｃを全部で１８個買った。そのとき，商品Ａと商品Ｂの個数の比が２：３，商品Ａと

商品Ｃの個数の比が２：１であった。それぞれ何個ずつ買ったか求めなさい。また，このとき（３）

の割引券を使ったときの，合計金額がいくらになるか求めなさい。

商品Ａ （ ）個

商品Ｂ （ ）個

商品Ｃ （ ）個

合計金額 （ ）円

（５） （３）の２０％引きの割引券と商品Ａを８個以上購入すると合計

金額から５００円引きになる割引券がある。商品Ａだけを何個か買

うとき，何個以上購入すると２０％引きの割引券を使った方が安く

なるか求めなさい。

個以上

割引券
商品Ａ，８個以上で

合計金額から

５００円引き
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（１）２００b＋１５０c＋２４０（円）

【説明】商品Ａの金額…２００×b（円）

商品Ｂの金額…１５０×c（円）

商品Ｃの金額…１２０×２（円）

よって，合計金額は，商品Ａ，Ｂ，Ｃの金額の合計より

２００b＋１５０c＋２４０（円）

（２）３通り

【説明】（商品Ａと商品Ｂ），（商品Ａと商品Ｃ），（商品Ｂと商品Ｃ）の３通り

（３）①ア…１６０，イ…b＋c，ウ…１６０b＋１５０c

② 商品Ａ （ ８ ）個

商品（ Ｃ ）（ ６ ）個

【説明】①ア 商品Ａの定価は２００円で，２０％引きの割引券を使用すると

２００×（１－０.２）
＝２００×０.８
＝１６０ １６０円

イ １ は，商品Ａと商品Ｂを選んだ買い方であるからb個とc個を使って

個数に関する方程式をつくる。

合計の個数が１４個であるから，

b＋ｂ＝１４ の式をつくることができる。

ウ 金額に関する方程式は，商品Ａは２０％引きの割引券を使っているか

ら，１個あたり１６０円，商品Ｂは１５０円より，

１６０×b＋１５０×c＝２０００

１６０b＋１５０c＝２０００ の式になる。

② １ の連立方程式は①より，

b＋c＝１４

１６０b＋１５０c＝２０００

これを解いて（b，c）＝（－１０，２４）

これは，問題にあっていない。このことから，商品Ａと商品Ｂの組み

合わせでは買うことができない。

２ の連立方程式は，商品Ａをb個，商品Ｃをd個として，連立方程式

をつくると，

b＋d＝１４

１６０b＋１２０d＝２０００

これを解いて（b，d）＝（８，６）

これは，問題にあっている。

よって，商品Ａを８個，商品Ｃを６個になる。
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（４） 商品Ａ…６（個），商品Ｂ…９（個），商品Ｃ…３（個），

合計金額…２５７０（円）

【説明】商品Ａをy個買うとする。

商品Ａと商品Ｂの個数の比が２：３であるから，

y：商品Ｂの個数＝２：３

よって，商品Ｂの個数をyで表すと y個になる。

また，商品Ａと商品Ｃの個数の比は２：１であるから，

y：商品Ｃの個数＝２：１

よって，商品Ｃの個数をyで表すと y個になる。

商品Ａ，商品Ｂ，商品Ｃの合計が１８個であるから，

y＋ y＋ y＝１８ となる。

この方程式を解いて，y＝６

だから，商品Ａは６個，商品Ｂは９個，商品Ｃは３個となる。

また，合計金額は，２０％引きの割引券を使うので

１６０×６＋１５０×９＋１２０×３＝２５７０ ２５７０（円）

（５）１３（個以上）

【説明】２０％引きの割引券では１個あたり４０円の割引きになる。この４０円と

５００円引きの商品券とを比較すると，５００÷４０＝１２.５ となる。つま

り，１２個までは１２×４０＝４８０となり，５００円の割引きを超えない。

よって，１３個目からは１３×４０＝５２０となり，５００円の割引きより金

額が大きくなり，２０％引きの割引券を使った方が安くなる。

また，表を使って，実際に金額を計算することもできる。

個数
２０％割引きのと ５００円割引きのときの

きの合計金額（円） 合計金額（円）

１ １６０ ２００

２ ３２０ ４００

３ ４８０ ６００

４ ６４０ ８００

５ ８００ １０００

６ ９６０ １２００

７ １１２０ １４００

８ １２８０ １６００

９ １４４０ １８００－５００＝１３００

１０ １６００ ２０００－５００＝１５００

１１ １７６０ ２２００－５００＝１７００

１２ １９２０ ２４００－５００＝１９００

１３ ２０８０ ２６００－５００＝２１００


